
県内の感染状況を踏まえ、専門家の意見も伺い、総合的に判断した結果、熊本県リス

クレベルは、レベル２とします。

指標 時点・期間 数値

最大確保病床使用率(使用数) ７月６日(水) 29.3％（248名）

新規感染者数 ６月３０日(木)～７月６日(水) 6,959名

前回（７月１日発表） 今回（７月８日発表）

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。
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令和４年（２０２２年）７月８日

２ 熊本県リスクレベルについて

新型コロナウイルス感染症対策に係る
熊本県リスクレベルについて

【概要】

１ 県内の感染状況

３ 県民の皆様へのお願い

本県の新規感染者数はこれまでで最多となっており、増加傾向が継続しています。特

に宇城保健所管内や八代保健所管内における感染者数は非常に多くなっていますが、全

県的に増加が見られ始めています。病床使用率は先週に比べて7.1ポイントの増加であ

り、注意が必要な状況です。

高齢者などの重症化リスクの高い方に接する機会のある方は、特に基本的な感染防止

対策の徹底をお願いします。少しでも症状がある場合は仕事等を休み、受診していただ

くようお願いします。また、希望する方は３回目や４回目のワクチン接種を受けていた

だくようお願いします。



熊本県における新型コロナウイルス感染症に関する概況
【令和４年（２０２２年）７月８日】

１ 熊本県における現状認識

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

前回（７／１発表） 今回（７／８発表）

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。

レベル２
なお、感染状況は増加傾向にある。
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[熊本県リスクレベル］

【目的】感染者数が増加に転じるタイミングを早期に捉え、警戒を発する基準を設定することで、感染拡大防止に向けた対策の徹底や
県民への早期の警戒を呼び掛ける。

※あくまでも目安であり、現状がどのレベルに位置付けられるか、また、具体的な対策は、本県あるいは全国の感染状況及びその傾向
（拡大・縮小）を踏まえ、実施する地域やその内容も含め、総合的に判断する。

(注2)感染状況や、重症病床使用率、変異株の流行状況によっては、基準によらない判断を行うことがある。

(注1)病床基準と新規感染者基準を踏まえ、感染拡大傾向や他県の状況を鑑み、総合的にレベル判断を行う。

(※2)最大確保病床使用率(６/２０時点：8４7床に対する入院者数)

(※3)週の感染者数/人口10万人(本県人口換算)。人口は令和２年国勢調査の数値

(※1)ワクチン・検査パッケージ制度適用等による緩和対象

レベル 該当する状況
本県の基準

本県で想定する対策例
病床基準※2 新規感染者基準※3

レベル４
避けたい
レベル

一般医療を
大きく制限しても

対応困難

80%
(678人)

―
・国への災害医療的な対応依頼
・積極的疫学調査の重点化 等

レベル３
対策強化
レベル

一般医療の
制限が必要

40％
(339人)

50人
(869人)

・ワクチン・検査パッケージ制度適用の停止

・【緊急事態措置】の対策
-飲食店等の人数制限要請※1、休業・時短要請
-イベントの人数制限要請※1

-県外移動は極力控える呼びかけ※1 等

・【まん延防止等重点措置】の対策
-飲食店等の人数制限要請※1、時短要請
-イベントの人数制限要請※1

-県外移動は極力控える呼びかけ※1 等

レベル２
警戒強化
レベル

感染増加傾向が見ら
れているが、病床数
を増やすことで対応

できている状態

15%
(127人)

10人
(174人)

・飲食店を起因として県内の感染が拡大する場合、認証店以外の飲食店の時短要請※4、
国へのまん延防止等重点措置要請

・国とまん延防止等重点措置要請の協議開始
・感染状況に応じ、感染不安を感じる無症状者への検査受検要請を検討
・飲食店等の人数制限要請※1

・感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛要請
・感染リスクの高い行動回避の呼びかけ
・段階的な病床の確保 等

レベル１
維持すべき
レベル

一般医療が
確保

―
1人
(17人) ・基本的感染防止対策徹底の要請

・イベントの感染防止対策徹底等の要請
・緊急事態宣言・まん延防止等重点措置地域への移動を控える呼びかけ※1 等レベル０

感染ゼロ
新規感染者
ゼロを維持

県内で継続的な感染が起こってい
ない状況

(※4)自主的に時短に協力した認証店には協力金を支払う

全国の新規感染者数の増加傾向は強まりつつある。

本県の７月６日時点の入院者数は248人（最大確保病床に対する使用率：29.3％）、６月

３０日から７月６日までの新規感染者数は6,959人である。現状から、本県のリスクレベル

はレベル２とする。

本県の新規感染者数はこれまでで最多となっており、増加傾向が継続している。特に宇城

保健所管内や八代保健所管内における感染者数は非常に多くなっているが、全県的に増加が

見られ始めている。病床使用率は先週に比べて7.1ポイントの増加であり、注意が必要な状況

である。

高齢者などの重症化リスクの高い方に接する機会のある方は、特に基本的な感染防止対策

の徹底をお願いする。少しでも症状がある場合は仕事等を休み、受診していただくようお願

いする。また、希望する方は３回目や４回目のワクチン接種を受けていただくようお願いす

る。
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２ 熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長コメント
（７月７日現在）

〇 熊本県の７月６日時点の入院者数は248人（最大確保病床に対する使用率：29.3％）、

６月３０日から７月６日までの新規感染者数は6,959人である。現状から、県リスクレベ

ルはレベル２とすることが妥当である。

〇 現在、熊本県は全国でも増加傾向が強く顕在化している。その中においても、宇城保

健所管内や八代保健所管内における感染拡大が先行し、当該地域では今年の年始以上の

感染者数が確認されている。

〇 ２地域の感染の態様には際立った特徴は見られておらず、感染が大きく拡大した理由

は判然としない。全国の感染拡大について、厚生労働省アドバイザリーボードにおいて

は、①ワクチンや感染による獲得免疫の減衰、②人と人との接触の増加、③新たな系統

への置き換わりを要因として例示している。

〇 最近、熊本県内においてもBA.5系統の確認が増加している。当該系統は、BA.2系統に

比べて高い感染性又は免疫逃避性があるとされているため、今後置き換わりは進んでい

くと考えられる。なお、八代・宇城地域において、BA.5系統への置き換わりが早く進ん

でいることも否定できないが、現状のデータで示すことは困難である。

〇 世界の感染状況から考えると、今後、全国でこれまでになく感染者が増加する可能性

がある。ただし、ワクチン接種が進められているほか、標準治療法等も確立しており、

新型コロナウイルス感染症の入院率や致命率はかなり下がっている。

〇 今回の感染拡大を行動制限なしに乗り越えられるかは現時点では分からないが、致命

率を増加させないことは非常に重要となる。そのため、引き続き基本的な感染防止対策

の徹底が必要だが、その中でも、少しでも体調に異常を感じる場合は人と接触しないこ

とや、高齢者などの重症化リスクが高い方はワクチン接種ステータスを最新に保つこと

が効果的と考えられる。
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週新規感染者数 3,743 4,586 4,365 4,006 3,027 3,727 4,142 4,064 3,064 2,293 2,518 2,827 3,938 6,959

10万人あたり 215.3 263.8 251.1 230.5 174.1 214.4 238.3 233.8 176.3 132.0 144.9 162.6 226.5 400.3

入院者数 159 220 199 179 151 151 170 233 208 147 130 144 188 248

【医療提供体制、感染状況に関する参考指標】

【保健所ごとの感染例の確認状況】

※1 各保健所管内の人口は、国政調査(2020年10月1日現在)に基づく

人口10万人あたり
新規感染者数（人）

保健所名
6/30～7/6

新規感染者数 人口10万人※1あたり

熊本市保健所 2,669 361.2

有明保健所 337 219.0

山鹿保健所 70 142.8

菊池保健所 587 314.4

阿蘇保健所 168 286.2

御船保健所 387 472.0

宇城保健所 1,159 1130.2

八代保健所 1,152 858.7

水俣保健所 122 280.5

人吉保健所 173 212.3

天草保健所 135 125.6

【熊本県における新型コロナウイルス感染者発生状況（3/31~7/6）：公表日ベース】

新規感染者数 入院者数
新

規
感

染
者

数

時点

医療負荷の参考指標 感染状況の参考指標

重症病床
使用率

(最大確保病床)

療養者数 入院率
※１

重症者数 中等症者数
必要病床数予測※2

検査陽性率
感染経路
不明割合

新規感染者数
今週／前週比

1週間後 2週間後 3週間後

7月6日 2.9% 8,721人 2.8% 2人 83人 456 1,072 2,028 46.5%※3 27.6%※4 1.8

6月29日 1.5% 4,700人 4.0% 1人 69人 293 522 784 33.3% 27.8% 1.4

6月22日 1.5% 3,530人 4.1% 1人 40人 184 302 378 27.3% 31.4% 1.1

6月15日 4.4% 3,020人 4.3% 3人 38人 164 245 298 27.9% 36.2% 1.1

6月8日 4.4% 3,600人 4.1% 3人 45人 159 173 150 25.5% 35.1% 0.8

6月1日 2.9% 4,183人 5.0% 2人 56人 209 242 214 26.9% 28.8% 0.8

5月25日 4.4% 6,341人 3.7% 3人 59人 224 340 373 32.7% 32.2% 1.0

5月18日 7.4% 6,059人 2.8% 5人 45人 221 351 432 33.9% 33.6% 1.1

※1 療養者数が人口10万人あたり10人以上（174人）の場合に適用
※2 新型コロナウイルスの感染拡大状況とワクチン接種状況に応じた医療需要の予測ツール（国立感染症研究所）の短期予測を用い、本県のデータを用い算出

(感染が急激に増加する場合は、誤差が非常に大きくなるため、ツール制作者が認める範囲内でパラメータを調整する場合がある)
4月13日時点からワクチン３回目接種の効果を加味。

※3 新規感染者数（公表日ベース）及び県内の全検査数の1週間合計より算出
※4 調査が完了した5,271名の調査結果から算出したもの。調査が完了していない事例（リンクが判定されていない）1,688名分は分母に含まれない。

入
院

者
数

300以上

200以上300未満

100以上200未満

50以上100未満

25以上50未満

15以上25未満

10以上15未満

5以上10未満

5未満
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レベル2

4/1-4/7

4/8-4/14

4/15-4/21

4/22-4/27

4/28-5/5

5/6-5/12

5/13-5/19

5/20-5/26

5/27～6/2

6/3-6/9

6/10～6/16

6/17-6/23

6/24-6/30

7/1-7/7



１ 基本的な感染防止対策の徹底

・「新しい生活様式」の実践をお願いします。
・マスク着用を推奨する場面※は次のとおりです。
- 屋内において、他者と距離（２m以上を目安）がとれない場合
- 屋内において、他者と距離がとれるが会話を行う場合
- 屋外において、他者と距離がとれず会話を行う場合
- 重症化リスクの高い者と接する場合

・手洗い、換気、人と人との距離の確保等を徹底してください。
・帰宅直後の手洗いや入浴、発熱等の症状がある同居者と部屋を

分けるなど、家庭内における感染防止対策を徹底してください。
・厚生労働省がリリースした接触確認アプリの積極的な利用を

お願いします。

① 症状がなくとも、マスク（不織布マスクを推奨。以下同じ）着用
② こまめな手洗い・手指消毒、換気
③ 発熱時は仕事等を休み、すぐにかかりつけ医等に電話相談！

©2010 熊本県 くまモン

３ 県民の皆様へのお願い（７月８日発表）

熊本県リスクレベルは、レベル２です。また、感染状況は増加傾向にあります。

２ 検査受検

わずかでも発熱などの症状がある方

症状はないが、感染に不安を感じる方

外出せず、すぐにかかりつけ医等の医療機関又は発熱者専用ダイヤルに
電話相談し、受診してください。

県の登録を受けた検査機関等において無料検査が受けられる（熊本県民に
限る）ため、検査を受けてください。なお、無料検査は当面の間継続する
こととしています。

３ 移動・外出

・都道府県をまたぐ移動は、「３つの密」の回避を含め基本的な感染防止策を
徹底してください。

※沖縄県に移動される方は、その前にワクチン３回目接種又は検査で陰性を確認することにご
協力をお願いします(沖縄県・国からの呼びかけ)。

・マスク着用等の感染防止対策を徹底してください。
・感染リスクの高い「3つの密」のある場所への外出は自粛してください。

【移動】

【外出】

無料検査について

発熱等がある場合

４

※…特に夏場については、マスク着用が必要ない屋外の場面では、熱中症予防の観点から、マスクを外すことを推奨。
また、就学前の子どもは、2歳未満では着用が推奨されないほか、２歳以上であっても周りの大人が子供の体調に注意したうえでの着用が必要。
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５ 飲食店事業者の皆様への要請

・県が示した業種別の「感染防止対策チェッ
クリスト」、国が取りまとめている感染拡
大予防ガイドラインにより、十分感染防止
活動を行い、それが県民に分かるよう、ス
テッカー等を掲示してください。

・同一グループの同一テーブル使用は４人以内
としてください※。

【感染対策】

・感染防止対策が徹底されている「熊本県飲
食店感染防止対策認証制度」をご活用くだ
さい

【認証制度】

認証制度チェックリスト

※…認証店における会食を除く。

６ イベント開催
・県の「イベントの開催制限について」を参考とし、感染防止対策を徹底してください。
・参加人数は、下記の【人数上限】、【収容率】のいずれか小さい方に制限してください。
・感染防止安全計画を策定するイベントについては、イベント開催日の２週間前までを目途に県

に感染防止安全計画を提出してください（大声なしの担保が必要）。
・感染防止安全計画を策定しないイベントでは、感染防止策チェックリストを作成し、

主催者等のHP、SNSなどで公表し、イベント後１年間保存してください。

詳細は熊本県HP「イベントの開催制限について」を御確認ください。

感染防止安全計画の
策定あり

その他
（感染防止安全計画を策定しない）

人数上限 収容定員まで 5,000人又は収容定員50％のいずれか大きい方

収容率 100％ 大声なし：100％、大声あり：50％

「大声」：通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること。「大声あり」：「大声」を積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントが該当

４ 会食はリスク大！特に注意しましょう

・会食は、宅飲みを含み、感染リスクを最小化するために、下記に
留意して実施してください。

・県内全域で、深夜遅くまでの飲酒や会合など、感染拡大につながる
行動を控えてください。

・感染防止対策が講じられていない飲食店は、利用しないようお願い
します。

①「会食時の感染リスクを下げる
４つのステップ」を遵守して

② なるべく普段から一緒にいる人と
③ 人数を絞って

４つのステップ

・宴会等はなるべく普段から一緒にいる人と行うとともに、
普段一緒にいない人との会食は特に注意してください。

・飲食店を利用する場合、同一グループの同一テーブル
使用は４人以内としてください※。 ※…認証店における会食を除く。

(注)認証店：「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けた店舗

イベントの開催
制限について



６

７ その他

・業種別ガイドラインの遵守
・テレワークの推進等により出勤者削減(可能な範囲で目標を設定)への取組み
・職場における感染防止のための取組み（手洗いや手指消毒、換気励行、テレ

ビ会議の活用、昼休みの時差取得等）の徹底

事 業 者

学 校
・文部科学省の「衛生管理マニュアル」に基づく感染防止対策の徹底
・感染防止対策の徹底を依頼
・部活動において感染防止対策を徹底した上での活動を依頼

保育所等

・保育所等における感染防止のための取組み（職員のマスク着用、手洗いや手
指消毒、換気励行等）の徹底

・感染状況等に応じて臨時休園等の判断を速やかに行うよう市町村へ依頼
・市町村の代替保育の実施を支援

高 齢 者
施 設 等

・従事者にわずかでも症状がある場合、確実に仕事を休ませる体制の構築
・オンライン研修等による、感染防止対策の実施
・高齢者・障がい者等の施設の従事者に対する集中的検査の実施

そ の 他
・高齢者施設等の従事者等が濃厚接触者になった場合に、早く職場に復帰

できるよう検査の実施を支援

残念ながら、感染者やその御家族、医療従事者の方々の中に、差別を受け、苦しんでいる方が
おられます。新型コロナウイルス感染症には、誰もがいつでも感染する可能性があります。感染
された方やその御家族、職場関係の方々に責任はありません。不当な扱いや嫌がらせ、誹謗・中
傷などは絶対にないよう、お願いします。

また、県では、基本的な感染防止対策として、マスクの着用をお願いしているところですが、
障がいや病気などの様々な事情でマスク着用が困難な方がいらっしゃいます。県民の皆様におか
れては、このような様々な事情により、マスクをつけられない方がいらっしゃることをご理解い
ただきますようお願いいたします。

県民の皆様へのメッセージ



熊本市の状況と対策

熊本市の新規感染者数は先週と比較して全ての年代が増加する中、特に10歳未満

とその親世代に増加が見られ、病床使用率も徐々に増加しております。

今後の感染急拡大を抑えるためにも、家庭内や学校等あらゆる場面で基本的な

感染防止対策を徹底するなど、一人一人が感染リスクを下げる行動を取ることが

必要です。

【対策】

✓ワクチン接種の着実な実施（追加接種・小児接種等）

✓高齢者施設等の従事者に対する集中的検査 及び 同従事者が濃厚接触者になった場合の待機を

早期に解除するための検査の支援

✓保育所等や学習活動、部活動、児童育成クラブ等における感染防止対策の徹底

✓熊本シティFM・街中モニターを活用した感染予防策に関する広報啓発活動の実施

✓さらなる病床確保に努めるとともに、感染者が発生した高齢者施設等の要請に応じ、医療支援チーム

を派遣し、感染状況の把握と迅速な感染管理、医療介入を実施

７

【熊本市からの要請】

・熊本市から熊本市民の皆様への要請は次のとおりです。

✓家庭での感染防止対策を徹底してください。

特に、子ども及び高齢者への感染防止対策を徹底してください。

✓基本的な感染防止対策を徹底してください。(手洗い・うがい・手指消毒・換気・マスク着用（※）)

※…マスク着用が推奨される場面の詳細については、資料４ページをご参照ください。

✓宴会等はなるべく普段から一緒にいる人と行うとともに、普段一緒にいない人との会食は特に

注意してください。

✓「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」を活用してください。

✓職場において、業種別ガイドライン等を参考に、感染防止対策の徹底を再度確認してください。

また、テレワークや時差出勤等に協力してください。

✓症状は無いが、感染に不安を感じる方（熊本県民に限る）については、熊本県が実施している

無料PCR等検査を受検していただくようお願いいたします。


